歴史地震研究会2009年度第４回幹事会　議事録

　2010年6月3日　於：地震予知総合研究振興会会議室　16:00～18:30

　出席者：北原・武村・諸井・松浦・林・佐竹・西山・小松原・中村

1) 会誌編集の状況及び会員住所の確認について（編集幹事・財務幹事）
編集幹事より論説・報告８編掲載予定で、いくつか修正を要するものがあり、７月に印刷に回す予定との報告があった。なお、送付先については、財務幹事から往復はがきを用いて会員の最新住所を確認中であり、順調に連絡が届いている旨の報告があった。

2)　ホームページ（HP）のお知らせについて（広報幹事）
　　歴史地震研究会のHPで公開されている「歴史地震」の論文が閲覧できないという一部会員からの苦情があった。調査の結果、初回の閲覧のみ時間を要し二度目以降は早くなって見られる場合が多いようで、他では再現しないようである。HPを改善する場合、費用が発生するため、再度苦情が来た時に対応を考えることとなった。
3)　会誌無償先について（財務幹事）

　　「人と防災未来センター資料室」よりバックナンバーを含め、会誌の送付依頼のメールがあり、今回から無償送付することとなった。バックナンバーについては古いものは在庫がないものもあるが、在庫のあるものについては有償（一冊2000円）で提供することとなった。

4)　2010年東京大会について

　4)-1　会議室及び後援名義について（会長・広報幹事・行事幹事）
　　関東大震災資料調査会・日本地震学会・東京大学地震研究所の後援名義の許可を頂いた旨の報告があった。

行事幹事より、地震研究所の会議室は予約が完了した旨の報告があったが現状では有償である。同研究所が後援でなく共催となって頂くことができれば、会議室を無償で利用できるため、これにより学生の大会参加費は無料とすることができるという話があり、行事幹事は、地震研究所共催についても検討することとなった。

　4)-2　講演申し込み及びプログラム（行事幹事）
　　行事幹事より、34件の申し込みがあり、プログラム編集中であるとの報告があった。口頭発表時間は20分／１件と長めにとる予定である。なお、万一、追加で申し込みがあった場合にはポスターセッションで対応することを基本とする。
　4)-3　シンポジウムの事前打ち合わせについて（会長）
　　シンポジウム「描かれた江戸・撮された東京」の講演者・司会者及び行事委員で8月前半頃に事前の打ち合わせを行う。日程については、関係者間でメール連絡する。

　4)-4　第四紀学会へ大会案内の情報を流してもらう件について（財政幹事）
　　大会の案内を第四紀学会に流してもらう件については、財政幹事で対応することとなった。

　4)-5　見学会について（会長）
　　修復された絵巻と復興計画で作られた模型の見学を考えている。その際、関東大震災調査会の作成したパンフレットを配布する予定であることが報告された。
慰霊堂の見学に際し、上階にどの程度の人数が入室でき滞在可能な時間はどのくらいかなど、現状では未確定な事項もある。7月末以降に見学会参加者人数が決まることから、その後、見学者人数等の目安を慰霊堂の関係委員に提示し、相談した上で当日の対応を決めていくこととなった。
4)-5　その他大会までの準備等
見学会時の名札や大会の小物類の幹事間の引き渡し、シンポジウムのポスター作成、当日のバイトの確保、地震学会ニュースレター掲載事項および要旨の発行元等、今後の調整事項について確認した。

5)　その他
来年度の大会開催地は新潟を予定している。開催に向けた準備・体制について打合せを行った。また、来年度の研究会の体制について話し合いがあった。
　次回、幹事会予定：8月27日（金）15時から地震予知振興会にて実施。

以　上
